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【手続補正書】
【提出日】平成29年10月25日(2017.10.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
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　以下の式（Ｉ）のアルキルフェノールエトキシレート誘導体により有機修飾されたアル
ミノケイ酸塩を含むマイコトキシン吸着剤。
【化１】

ここで、Ｒは１～２２個の炭素原子を備えたアルキルを表し、Ｘはハロゲンであり、ｎは
９であり、Ｒ1はメチルであり、Ｒ2はメチルである。
【請求項２】
　前記アルミノケイ酸塩が、テクトケイ酸塩、フィロケイ酸塩又は両者の混合物である、
請求項１に記載のマイコトキシン吸着剤。
【請求項３】
　Ｒが単鎖Ｃ9アルキル基である、請求項１に記載のマイコトキシン吸着剤。
【請求項４】
　Ｒが単鎖Ｃ8アルキル基である、請求項１に記載のマイコトキシン吸着剤。
【請求項５】
　Ｘが臭素又は塩素である、請求項１に記載のマイコトキシン吸着剤。
【請求項６】
　前記アルキルフェノールエトキシレート誘導体が、以下の式（Ｉａ）を有する、請求項
１に記載のマイコトキシン吸着剤。

【化２】

【請求項７】
　前記アルミノケイ酸塩が、材料１００グラム当たり少なくとも２０ミリ当量の陽イオン
交換容量を有する、請求項１～６のいずれか１項に記載のマイコトキシン吸着剤。
【請求項８】
　前記アルミノケイ酸塩が、材料１００グラム当たり５５ミリ当量の陽イオン交換容量を
有する、請求項１～７のいずれか１項に記載のマイコトキシン吸着剤。
【請求項９】
　前記アルキルフェノールエトキシレート誘導体が、前記アルミノケイ酸塩の陽イオン交
換容量の２５％～１２０％の割合で用いられる、請求項１～８のいずれか１項に記載のマ
イコトキシン吸着剤。
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【請求項１０】
　請求項１～９のいずれか１項に記載のマイコトキシン吸着剤を含む、動物用配合飼料用
の添加剤。
【請求項１１】
　請求項１～９のいずれか１項に記載のマイコトキシン吸着剤を含む、動物用配合飼料用
の添加剤を調製するための事前混合物。
【請求項１２】
　ヒト以外の動物について、タイプＡ及び／又はタイプＢトリコテセンによるトリコテセ
ン中毒に関連する、１つ以上の有害作用又は消化管における症状を治療又は予防する方法
であって、前記治療又は予防を必要とする対象に対して治療上有効量の請求項１～９のい
ずれか１項に記載のマイコトキシン吸着剤を含む添加剤を含む動物用配合飼料を投与する
ことを含む、方法。
【請求項１３】
　タイプＡ及び／又はタイプＢトリコテセンによるトリコテセン中毒に関連する、前記１
つ以上の有害作用又は消化管における症状が、嘔吐を含む、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　タイプＡ及び／又はタイプＢトリコテセンによるトリコテセン中毒に関連する、前記１
つ以上の有害作用又は消化管における症状が、下痢を含む、請求項１２に記載の方法。
【請求項１５】
　タイプＡ及び／又はタイプＢトリコテセンによるトリコテセン中毒に関連する、前記１
つ以上の有害作用又は消化管における症状が、消化管における炎症を含む、請求項１２に
記載の方法。
【請求項１６】
　タイプＡ及び／又はタイプＢトリコテセンによるトリコテセン中毒に関連する、前記１
つ以上の有害作用又は消化管における症状が、消化管における出血を含む、請求項１２に
記載の方法。
【請求項１７】
　タイプＡ及び／又はタイプＢトリコテセンによるトリコテセン中毒に関連する、前記１
つ以上の有害作用又は消化管における症状が、消化管における壊死を含む、請求項１２に
記載の方法。
【請求項１８】
　タイプＡ及び／又はタイプＢトリコテセンによるトリコテセン中毒に関連する、前記１
つ以上の有害作用又は消化管における症状が、ジアセトキシスシルペノール（ＤＡＳ）、
ＨＴ－２トキシン（ＨＴ－２）、Ｔ－２トキシン（Ｔ－２）、ネオソラニオール（ＮＥＯ
）、デオキシニバレノール（ＤＯＮ）すなわちボミトキシン、３－アセチルデオキシニバ
レノール（３－ＡｃＤＯＮ）、ニバレノール（ＮＩＶ）、フザレノン－Ｘ（Ｆｕｓ－Ｘ）
、トリコテコロン（ＴＲＩ）及びそれらの組み合わせにより構成される群から選択される
、請求項１２に記載の方法。
【請求項１９】
　ヒト以外の動物について、タイプＡ及び／又はタイプＢトリコテセンによるトリコテセ
ン中毒に関連する、有害作用又は消化管における症状を低減又は排除する方法であって、
前記低減又は排除を必要とする対象に対して治療上有効量の請求項１～９のいずれか１項
に記載のマイコトキシン吸着剤を含む添加剤を含む動物用配合飼料を投与することを含む
、方法。
【請求項２０】
　前記有害作用が、デオキシニバレノール（ＤＯＮ）すなわちボミトキシンの有害作用を
含む、請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　前記有害作用が、Ｔ－２トキシンの有害作用を含む、請求項１９に記載の方法。
【請求項２２】
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　ヒト以外の動物について、タイプＡ及び／又はタイプＢトリコテセンによるトリコテセ
ン中毒に関連する、１つ以上の有害作用又は消化管における１つ以上の症状を治療又は予
防する方法であって、前記治療又は予防を必要とする対象に対して治療上有効量の請求項
１～９のいずれか１項に記載のマイコトキシン吸着剤を含む添加剤を含む動物用飼葉を投
与することを含む、方法。
【請求項２３】
　タイプＡ及び／又はタイプＢトリコテセンによるトリコテセン中毒に関連する、前記１
つ以上の有害作用又は消化管における症状が、嘔吐を含む、請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　タイプＡ及び／又はタイプＢトリコテセンによるトリコテセン中毒に関連する、前記１
つ以上の有害作用又は消化管における症状が、下痢を含む、請求項２２に記載の方法。
【請求項２５】
　タイプＡ及び／又はタイプＢトリコテセンによるトリコテセン中毒に関連する、前記１
つ以上の有害作用又は消化管における症状が、消化管における炎症を含む、請求項２２に
記載の方法。
【請求項２６】
　タイプＡ及び／又はタイプＢトリコテセンによるトリコテセン中毒に関連する、前記１
つ以上の有害作用又は消化管における症状が、消化管における出血を含む、請求項２２に
記載の方法。
【請求項２７】
　タイプＡ及び／又はタイプＢトリコテセンによるトリコテセン中毒に関連する、前記１
つ以上の有害作用又は消化管における症状が、消化管における壊死を含む、請求項２２に
記載の方法。
【請求項２８】
　請求項１～９のいずれか１項に記載のマイコトキシン吸着剤の調製のためのプロセスで
あって、以下のステップを備えるプロセス。
ａ）材料１００グラム当たり少なくとも２０ミリ当量の陽イオン交換容量を備えたアルミ
ノケイ酸塩を、前記アルミノケイ酸塩の２５％～１２０％の割合の式（Ｉ）のアルキルフ
ェノールエトキシレート誘導体と、水性媒体中にて１５℃～８５℃の間の温度で０．２５
～３時間該水性媒体を撹拌しながら接触させるステップ、
ｂ）濾過により分離するステップ、
ｃ）４０℃～１５０℃の間の温度で乾燥させるステップ、及び、
ｄ）１００～３２５盤の間のメッシュにより破砕又は粉砕するステップ
【請求項２９】
　前記アルミノケイ酸塩が、材料１００グラム当たり５５ミリ当量の陽イオン交換容量を
有する、請求項２８に記載のプロセス。
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